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グルタミン酸および、出力である AIY 神経細胞での Ca2+応答および膜電位変化を環境ノイズ下で
同時計測する蛍光イメージング系を開発した。この計測系を用いて、入力である神経伝達物質の揺
らぎが、散発的な Ca2+応答を誘引することを明らかにした。AIY 神経細胞の Ca2+応答は線虫行動
を調節することが知られていることから、この成果は環境ノイズが無刺激下の線虫の多様な行動の
一因になっていることを示唆するものである。 
 第 4 章は結言であり、第 2 章、第 3 章で明らかにした入力のノイズと出力の関係を例に取り、生
命において、ノイズが与える影響は従来考えられていたようにシグナル伝達を阻害する要因である
だけでなく、様々な生命現象を理解するために無視できないものであることを述べている。また、
近年開発されている様々なイメージング技術などの研究の現状について述べ、ノイズに関する研究
の今後の可能性について議論している。 
以上本論文は数理モデルと新規な蛍光イメージング手法を用いることにより、細胞および細胞下
のシグナルとその揺らぎとの関係を明らかにすることに成功しており、神経科学や生物物理学研究
に大いに資するものである。よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるもの
と認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
